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都市部常勤女性と専業主婦別にみた生活満足感と

関連する要因の共分散構造分析
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目的 本研究は，都市部女性の生活満足感に関連する要因について，常勤と専業主婦別に共分散構

造分析を用いて，構造的に明らかにすることを目的とした。

方法 調査対象者は，川崎市全域を対象とした2003年川崎市生活調査で同意が得られた女性165人
である。共分散構造分析モデルを用いて，生活満足度と三つの潜在変数，『自己効力感』（『』

は潜在変数を示す），『家族・友人関係』と『男女役割意識』の関連性を，常勤女性と専業主婦

別に分析した。

結果 ◯１「生活満足感」（「」は観測変数を示す）は，三つの潜在変数と関連し，CFI＝0.878，

RMSEA＝0.029と高い適合度が得られた。◯２常勤女性群では，「生活満足感」の30％が，専業

主婦群では62％が，三つの潜在変数『自己効力感』，『家族・友人関係』，『男女役割意識』モデ

ルで説明された。◯３性別役割感が低く自己効力感が高いことが，常勤女性群の生活満足感を直

接に高め，専業主婦群では低くなる統計学的に有意な傾向が示された。家族や友人の支援があ

るほど，常勤女性群での生活満足感を間接的に高める傾向が示されたが，統計学上は有意では

なかった。

結論 青壮年女性の生活満足感を規定する各要因の構造は就労状態によって，異なる可能性が示さ

れた。よって，個人の生活特性に応じた多様な健康支援施策が求められる。
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